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図 8　七輪の上に耐火煉瓦を重ね、その中にコークスを入れ、
ブロワーで風邪を送って、火力を上げている。耐火煉瓦の上に
載せてあるものは、銅板で、火力を落とさないための工夫である。
この方法を 2～ 3回行った後は、新しい七輪が必要になる。
図 11　米糠と菜種油を混ぜ合わせたものが、黒鉛坩堝の内側に
貼り付けられた後、細かく切断した地金を詰め込む。
図９　ステンレストングで溶解した金属が入った黒鉛坩堝をつ
かみ、湯床に流し込んでいる。
図 12　溶解した地金が流し込まれた湯床の周りを、木製の棒で
かき混ぜる
図 7　米糠と菜種油を混ぜ合わせたものを、黒鉛坩堝の内側に
貼り付けている。
図 10　湯に沈んだ湯床の中で、溶解した金属が凝固を始めてい
る。多くのガスが溢れ出てきているのが確認できる。
